
(57)【要約】

【課題】シートの位置を前後方向に車両のフロアに対し

て大きく移動調整できるようにして、移動調整の範囲を

着座使用域と、非着座使用域とに区別して使用できるよ

うにしたシート装置で、構成が簡単で且つ非着座使用域

にシートが移動する際、大きな荷重が発生する可能性の

ない機構を備えるようにすることである。

【解決手段】非着座使用域に対応する範囲に亘ってロア

レール７１に当接部材７５を設け、シート１０が非着座

使用域内に位置するとき、当接部材７５と当接して作動

する作動機構８と連動する被作動機構５の作動によって

シート１０を着座不能の状態にするように構成する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ ー ト の 位 置 を 着 座 使 用 域 と 非 着 座 使 用 域 内 に 調 整 可 能 と し 、 フ ロ ア に 固 定 さ れ る ロ ア レ
ー ル と 、 シ ー ト を 支 持 し 該 ロ ア レ ー ル に 摺 動 可 能 に 係 合 す る ア ッ パ レ ー ル と を 有 す る ス ラ
イ ド 装 置 を 備 え 、 前 記 シ ー ト が 前 記 非 着 座 使 用 域 内 に 位 置 す る と き 前 記 シ ー ト を 着 座 不 能
の 状 態 に す る シ ー ト 装 置 に お い て 、
前 記 非 着 座 使 用 域 に 対 応 す る 範 囲 に 亘 っ て 前 記 ロ ア レ ー ル に 当 接 部 材 を 設 け 、 前 記 シ ー ト
が 非 着 座 使 用 域 内 に 位 置 す る と き 、 前 記 当 接 部 材 と 当 接 し て 作 動 す る 作 動 機 構 と 連 動 し て
前 記 シ ー ト を 着 座 不 能 の 状 態 に す る よ う に 作 動 す る 被 作 動 機 構 を 備 え る シ ー ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 被 作 動 機 構 は 、 前 記 シ ー ト の シ ー ト バ ッ ク の 角 度 を 調 節 す る リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 で あ
る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ー ト 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 車 両 用 の シ ー ト 装 置 に 関 し 、 特 に シ ー ト の 位 置 を 前 後 方 向 に 車 両 の フ ロ ア に 対
し て 大 き く 移 動 調 整 で き る よ う に し て 、 移 動 調 整 の 範 囲 を 着 座 使 用 域 と 、 非 着 座 使 用 域 と
に 区 別 し て 使 用 で き る よ う に 構 成 さ れ る シ ー ト 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
車 室 の 後 部 ス ペ ー ス に 乗 員 の 搭 乗 の 際 に 、 又 は 荷 物 積 載 用 に と 多 目 的 に 利 用 で き る よ う に
、 シ ー ト の 位 置 を シ ー ト ス ラ イ ド の 作 動 に よ っ て 車 両 の フ ロ ア に 対 し て 大 き く 前 後 に 移 動
調 整 で き る よ う に し て い る 。 そ し て 、 通 常 、 シ ー ト の 位 置 を 車 室 の 後 方 に 移 動 し 乗 員 が 着
座 し て 使 用 す る 範 囲 を 着 座 使 用 域 と し 、 荷 物 積 載 用 の ス ペ ー ス を 拡 大 す る よ う に シ ー ト の
位 置 を 前 方 に 移 動 し た と き の 移 動 範 囲 を 非 着 座 使 用 域 と し て 使 用 し て い る 。 そ し て 、 シ ー
ト が 着 座 使 用 域 に 位 置 す る と き は 車 体 に 取 付 け ら れ た シ ー ト ベ ル ト と 乗 員 の 位 置 を 適 切 に
、 ま た 乗 員 の 周 り に 適 切 な 空 間 を 確 保 で き る よ う に シ ー ト バ ッ ク を 設 定 で き る よ う に な っ
て い る 。 一 方 、 シ ー ト が 非 着 座 使 用 の 領 域 に 位 置 す る と き に は 、 シ ー ト バ ッ ク ま た は 、 シ
ー ト ク ッ シ ョ ン を 折 畳 ん だ 状 態 に し て 乗 員 が 着 座 で き な い よ う に し て 、 シ ー ト ベ ル ト が 適
切 に 利 用 で き な く な る シ ー ト の 位 置 で の 着 座 使 用 さ れ る こ と が 無 い よ う に す る 構 成 が 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ３ ２ ８ ４ ９ ０ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 し た 機 能 を 達 成 す る た め に 、 従 来 の シ ー ト 装 置 の 構 成 で は 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 着 座
で き な い 位 置 に 跳 ね 上 げ た と き 、 こ の 跳 ね 上 げ 作 動 と 連 動 し て 解 除 さ れ る ス ト ッ パ 機 構 を
備 え て 、 着 座 使 用 域 か ら 非 着 座 使 用 域 に シ ー ト を 移 動 可 能 に し て い る 。 し か し な が ら 、 シ
ー ト 装 置 の 操 作 に 不 慣 れ 等 の た め に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン を 跳 ね 上 げ ず に 、 荷 物 積 載 の た め
シ ー ト を 移 動 さ せ て し ま っ た と き 、 ス ト ッ パ 機 構 に は 大 き な 荷 重 が 掛 か り 破 損 さ せ て し ま
う 怖 れ が あ る 。 こ れ を 防 ぐ た め に 、 ス ト ッ パ 機 構 を 頑 丈 な 構 成 に す る 必 要 か ら 大 型 で 高 価
な も の と な っ て し ま う も の で あ っ た 。 更 に は 再 度 シ ー ト を 着 座 使 用 域 に 戻 し た と き 、 ス ト
ッ パ 機 構 の 状 態 を 戻 す た め に 複 雑 な 機 構 が 必 要 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の た め に 、 本 発 明 の 課 題 は 構 成 が 簡 単 で 、 且 つ 非 着 座 使 用 域 に シ ー ト が 移 動 す る 際 、 大
き な 荷 重 が 発 生 す る 可 能 性 の な い 機 構 を 備 え る シ ー ト 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 で 講 じ た 技 術 的 な 第 １ の 手 段 は 、 シ ー ト の 位 置 を
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着 座 使 用 域 と 非 着 座 使 用 域 内 に 調 整 可 能 と し 、 フ ロ ア に 固 定 さ れ る ロ ア レ ー ル と 、 シ ー ト
を 支 持 し 該 ロ ア レ ー ル に 摺 動 可 能 に 係 合 す る ア ッ パ レ ー ル と を 有 す る ス ラ イ ド 装 置 を 備 え
、 前 記 シ ー ト が 前 記 非 着 座 使 用 域 内 に 位 置 す る と き 前 記 シ ー ト を 着 座 不 能 の 状 態 に す る シ
ー ト 装 置 に お い て 、
前 記 非 着 座 使 用 域 に 対 応 す る 範 囲 に 亘 っ て 前 記 ロ ア レ ー ル に 当 接 部 材 を 設 け 、 前 記 シ ー ト
が 非 着 座 使 用 域 内 に 位 置 す る と き 、 前 記 当 接 部 材 と 当 接 し て 作 動 す る 作 動 機 構 と 連 動 し て
前 記 シ ー ト を 着 座 不 能 の 状 態 に す る よ う に 作 動 す る 被 作 動 機 構 を 備 え る よ う に 構 成 し た こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 構 成 に よ っ て 、 シ ー ト 装 置 は 、 シ ー ト の 位 置 が 非 着 座 使 用 域 内 に な る と 、 自 動 的 に シ
ー ト が 着 座 不 能 の 状 態 に な る よ う に 作 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
更 に 本 発 明 で 講 じ た 技 術 的 な 第 ２ の 手 段 は 、 上 記 第 １ の 手 段 に 加 え て 、 前 記 被 作 動 機 構 は
、 前 記 シ ー ト の シ ー ト バ ッ ク の 角 度 を 調 節 す る リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 構 成 に よ っ て 、 シ ー ト の 位 置 が 非 着 座 使 用 域 の と き 、 シ ー ト へ の 着 座 が 不 能 と な る よ
う に 、 シ ー ト バ ッ ク を シ ー ト ク ッ シ ョ ン 上 に 折 畳 む よ う に シ ー ト リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 を 作
動 さ せ る よ う に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 １ ～ 図 ４ を 用 い て 、 本 発 明 に 関 る シ ー ト 装 置 １ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
先 ず 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 に 関 る シ ー ト 装 置 １ は 、 車 両 の フ ロ ア ９ 上 に 取 付 け
ら れ た 長 尺 の シ ー ト ス ラ イ ド 装 置 ７ に よ っ て 、 シ ー ト １ ０ の 前 後 方 向 （ 図 ３ の 左 右 方 向 ）
の 位 置 を 調 整 で き る 構 成 と な っ て い る 。 図 ３ に Ａ で 示 さ れ る 範 囲 で は 、 シ ー ト ス ラ イ ド 装
置 ７ に 設 け ら れ て い る ロ ッ ク 機 構 ４ と 複 数 の 等 間 隔 に 形 成 さ れ た ロ ッ ク 穴 ７ ２ の 作 用 に よ
っ て 、 シ ー ト １ ０ の 位 置 を 段 階 的 に 細 か く 調 整 で き る 構 成 と な っ て い る 。 一 方 、 範 囲 Ａ の
前 方 に 設 定 さ れ た 範 囲 Ｂ に シ ー ト １ ０ を 移 動 さ せ る と 、 後 ほ ど 詳 細 に 説 明 す る が 、 シ ー ト
バ ッ ク ３ が 図 ２ に ２ 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ の 上 に 自 動 的 に 折 畳 ま れ
て 、 着 座 使 用 が で き な く な る 構 成 と な っ て い る 。 こ の よ う に 、 シ ー ト 装 置 １ で は 、 範 囲 Ａ
を シ ー ト １ ０ の 着 座 使 用 領 域 と し 、 ま た 範 囲 Ｂ を 非 着 座 使 用 域 と し て 、 明 確 に 区 別 し て 利
用 す る こ と が で き る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ト １ ０ は 、 着 座 部 と な る シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２
に 対 し て 、 背 凭 れ 部 と な る シ ー ト バ ッ ク ３ の 傾 き 角 度 を 調 整 で き る よ う に 、 既 知 の リ ク ラ
イ ニ ン グ 機 構 ５ （ 被 作 動 機 構 ） に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ５ は シ ー ト
バ ッ ク ２ の 傾 き 角 度 を 調 整 す る た め に 、 内 蔵 す る ロ ッ ク 機 構 （ 図 示 せ ず ） を 解 除 す る た め
の 操 作 レ バ ー ５ １ を 備 え て い る 。 操 作 レ バ ー ５ １ を 図 １ に お い て 時 計 方 向 に 回 転 操 作 す る
こ と に よ っ て 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ５ の ロ ッ ク を 解 除 で き る 構 成 で あ る 。 リ ク ラ イ ニ ン グ
機 構 ５ に 備 え ら れ て い る リ タ ー ン ス プ リ ン グ ５ ２ の 作 用 に よ っ て シ ー ト バ ッ ク ３ は シ ー ト
１ ０ の 前 方 に 傾 く よ う に 付 勢 さ れ て い る 。 そ し て 、 最 も 前 方 に 傾 い た 位 置 で 、 シ ー ト バ ッ
ク ３ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ 上 の 重 な る よ う に 折 畳 み 状 態 に な る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
シ ー ト １ ０ は 、 シ ー ト ベ ー ス 部 ２ ２ を 介 し て 、 シ ー ト ス ラ イ ド 装 置 ７ の ア ッ パ レ ー ル ７ ７
の 上 面 に 固 定 さ れ て い る 。 シ ー ト ス ラ イ ド 装 置 ７ の ア ッ パ レ ー ル ７ ７ は 、 フ ロ ア ９ （ 図 ４
） 上 に 固 定 さ れ る ロ ア レ ー ル ７ １ に ロ ー ラ ７ ８ （ 図 ４ ） を 介 し て 摺 動 自 在 に 支 持 さ れ る 。
更 に 、 ロ ア レ ー ル ７ １ に 対 し ア ッ パ レ ー ル ７ ７ を ロ ッ ク ま た は ロ ッ ク 解 除 す る た め の ロ ッ
ク 装 置 ４ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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図 １ と 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ト ス ラ イ ド 装 置 ７ の ロ ッ ク 装 置 ４ は ロ ッ ク レ バ ー ４ ５
を 有 し 、 ロ ッ ク レ バ ー ４ ５ は ア ッ パ レ ー ル ７ ７ の 側 壁 部 に 固 定 さ れ た ブ ラ ケ ッ ト （ 図 示 せ
ず ） に よ っ て 、 シ ー ト 幅 方 向 （ 図 １ の 紙 面 に 直 角 方 向 ） に 回 転 自 在 に 取 付 け ら れ て い る 。
更 に ロ ッ ク レ バ ー ４ ５ の 下 方 先 端 に 形 成 さ れ た 係 止 爪 部 ４ ５ ｂ が ロ ア レ ー ル ７ １ の 側 壁 部
に 設 け ら れ た ロ ッ ク 穴 ４ ２ に 嵌 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ロ ッ ク レ バ ー ４ ５ は 、 図 示 し な
い ば ね 手 段 で 、 常 に は 係 止 爪 部 ４ ５ ｂ が ロ ッ ク 穴 ４ ２ に 嵌 る よ う に 付 勢 さ れ て い る 。 そ し
て 、 ロ ア レ ー ル ７ １ に 対 す る ア ッ パ レ ー ル ７ ７ の 移 動 を 規 制 す る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ロ ッ ク 機 構 ４ は ロ ッ ク レ バ ー ４ ５ を 解 除 方 向 に 回 転 さ せ
る た め の 、 レ リ ー ス レ バ ー ６ １ を 有 し て い る 。 レ リ ー ス レ バ ー ６ １ は 略 Ｌ 字 形 状 を し た 平
板 の リ ン ク で 中 央 部 が 回 転 軸 ６ ２ で ア ッ パ レ ー ル ７ ７ の 側 面 に 回 転 自 在 に 取 付 け ら れ て い
る 。 レ リ ー ス レ バ ー ６ １ の 上 辺 の 先 端 部 に は 接 続 ピ ン ６ ４ が 取 付 け ら れ 、 そ し て 接 続 ピ ン
６ ４ に ス ラ イ ド 用 ケ ー ブ ル ６ ６ の 一 端 が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ト ベ ー ス ２ ２ に 対 し て 、 そ の 回 転 部 ６ ５ ｂ で 回 転 自
在 に 操 作 レ バ ー ６ ５ が 取 付 け ら れ て い る 。 ス ラ イ ド 用 ケ ー ブ ル ６ ６ の 他 端 は 、 操 作 レ バ ー
６ ５ の 下 方 に 突 起 し て 設 け ら れ た 接 続 部 ６ ５ ａ の 端 部 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 操 作 レ
バ ー ６ ５ を 、 図 １ に お い て 時 計 方 向 に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 ス ラ イ ド 用 ケ ー ブ ル ６ ６ を
引 く こ と が で き る 構 成 と な っ て い る 。 通 常 、 操 作 レ バ ー ６ ５ は 、 図 示 し な い ば ね 手 段 で 図
１ の 反 時 計 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。 ば ね 手 段 の 作 用 力 に 抗 し て 操 作 レ バ ー ６ ５ の 水 平 に 前
方 に 伸 び る 端 部 を 持 ち 上 げ る よ う に 操 作 し 、 時 計 方 向 に 回 転 さ せ 、 ス ラ イ ド 用 ケ ー ブ ル ６
６ を 引 く と 、 レ リ ー ス レ バ ー ６ １ は 時 計 方 向 に 回 転 す る 。 そ し て 、 レ リ ー ス レ バ ー ６ １ は
ロ ッ ク レ バ ー ４ ５ を 下 方 に 押 し て 回 転 さ せ る 。 そ の 結 果 、 ロ ッ ク レ バ ー ４ ５ の 係 止 爪 部 ４
５ ｂ を ロ ッ ク 穴 ４ ２ か ら 外 れ 、 ロ ッ ク 機 構 ４ の 係 止 が 解 除 で き る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 シ ー ト バ ッ ク ３ の 角 度 を 調 整 す る リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ５
の 操 作 レ バ ー ５ １ は リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ５ の 回 転 軸 ５ ３ に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 回 転 軸 ５
３ か ら 下 方 に 伸 び る 延 長 部 ５ １ ａ を 備 え 、 延 長 部 ５ １ ａ の 下 端 に は リ ク ラ イ ニ ン グ レ リ ー
ス ケ ー ブ ル ８ ７ が 端 部 ８ ７ ａ が 接 続 さ れ て い る 。 リ ク ラ イ ニ ン グ レ リ ー ス ケ ー ブ ル ８ ７ の
他 端 ８ ７ ｂ は 、 ア ッ パ レ ー ル ７ ７ に 回 転 軸 ８ ２ で 取 付 け ら れ た 作 動 レ バ ー ８ １ （ 作 動 部 材
） の 上 端 部 に 連 結 さ れ て い る 。 作 動 レ バ ー ８ １ は 、 回 転 軸 ８ ２ に 関 し て リ ク ラ イ ニ ン グ レ
リ ー ス ケ ー ブ ル ８ ７ と の 連 結 点 と 反 対 側 に 位 置 し 下 方 に 伸 び る 延 長 部 ８ １ ｂ を 備 え 、 延 長
部 ８ １ ｂ の 下 端 が ロ ア レ ー ル ７ １ に 取 付 け ら れ た 当 接 部 材 ７ ５ と 当 接 可 能 と な る 構 成 と な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
当 接 部 材 ７ ５ は 、 シ ー ト １ ０ の 位 置 が 範 囲 Ｂ の 非 着 座 使 用 域 に あ る と き 、 延 長 部 ８ １ ｂ の
下 端 と 当 接 し て 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 作 動 レ バ ー ８ １ を 反 時 計 方 向 に 回 転 さ せ る 構 成 で
あ る 。 そ し て 、 リ ク ラ イ ニ ン グ レ リ ー ス ケ ー ブ ル ８ ７ を 引 き 、 操 作 レ バ ー ５ １ を リ ク ラ イ
ニ ン グ 機 構 ５ の ロ ッ ク 解 除 す る よ う に 時 計 方 向 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 構 成 と な っ て い
る 。 こ こ で 、 当 接 部 材 ７ ５ は 、 シ ー ト １ ０ の 位 置 の 非 着 座 使 用 域 の 範 囲 Ｂ に 対 応 す る 範 囲
の 長 さ を 有 し 、 非 着 座 使 用 域 で は リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ５ を ロ ッ ク 解 除 し た 状 態 に 保 つ こ と
が で き る 。 ま た 、 そ の 端 部 に は 作 動 レ バ ー ８ １ と の 当 接 が 滑 ら か に 開 始 す る よ う に 斜 面 ７
５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た シ ー ト 装 置 １ に つ い て 、 作 動 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ に 示 さ れ る 着 座 使 用 域 に あ る シ ー ト １ ０ を 、 前 方 に 移 動 さ せ て 積 載 ス ペ ー ス を 大 き く
す る 場 合 、 先 ず シ ー ト ス ラ イ ド ７ の 操 作 レ バ ー ６ ５ を 持 ち 上 げ 、 そ の ロ ッ ク 機 構 ４ を 解 除
し 、 シ ー ト １ ０ を 前 方 へ 大 き く 移 動 さ せ る 。 シ ー ト １ ０ の 前 方 へ 移 動 過 程 で 、 シ ー ト １ ０
が 非 着 座 使 用 域 の 範 囲 Ｂ に 入 る と 、 当 接 部 材 ７ ５ に く の 字 型 の 作 動 レ バ ー ８ １ が 当 接 し て
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回 転 し 、 リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ５ の ロ ッ ク が 解 除 さ れ 、 シ ー ト バ ッ ク ３ は リ タ ー ン ス プ リ ン
グ ５ ２ に よ っ て 前 方 に 回 転 す る よ う に 付 勢 さ れ て い る た め に 、 自 動 的 に 前 方 に 回 転 し シ ー
ト ク ッ シ ョ ン ２ 上 に 重 な る 。 そ し て 、 図 ２ に 示 す 折 畳 み 状 態 と な っ て 、 着 座 使 用 が で き な
い 状 態 に な る 。 尚 シ ー ト ス ラ イ ド ７ は シ ー ト １ ０ が 最 も 前 方 に 移 動 し た と こ ろ で 、 ロ ッ ク
機 構 ４ が ロ ッ ク 作 動 す る よ う に 、 ロ ッ ク 穴 ４ ２ を 設 け て も よ い 。 シ ー ト １ ０ を 着 座 範 囲 内
に 戻 し 、 シ ー ト バ ッ ク ３ を 起 立 す る よ う に 持 ち 上 げ れ ば 、 再 び 着 座 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
尚 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 シ ー ト ２ ０ を 着 座 使 用 で き な い 状 態 に す る 被 作 動 機 構 と し て 、
リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ５ を 利 用 す る 構 成 を 示 し た が 、 特 に リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ５ に 限 定 さ れ
る こ と な く 、 例 え ば シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ を 跳 ね 上 げ る 構 成 、 更 に 着 座 を 邪 魔 す る よ う に 配
置 さ れ る 部 材 に よ る 構 成 で あ っ て も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 記 し た よ う に 、 本 発 明 で は 、 部 品 点 数 の 少 な い 構 成 で 、 シ ー ト １ ０ が 非 着 座 使 用 域 に 位
置 す る と き は 、 シ ー ト １ ０ を 着 座 で き な い 状 態 に す る こ と が で き る 機 構 を 実 現 し て い る 。
ま た 、 シ ー ト １ ０ の 位 置 の 着 座 使 用 域 か ら 非 着 座 使 用 域 へ の 移 動 に と も な っ て 自 動 的 に 、
シ ー ト バ ッ ク ３ が シ ー ト ク ッ シ ョ ン ２ 上 に 重 な っ た 折 畳 み 状 態 に な る た め に 、 操 作 に 不 慣
れ な 人 が 操 作 し て も 構 成 部 品 に 対 し て 過 大 な 荷 重 が 発 生 す る こ と が な く 、 部 品 を 小 型 に で
き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る シ ー ト 装 置 が 着 座 使 用 域 内 に 位 置 す る 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る シ ー ト 装 置 の シ ー ト バ ッ ク を 前 倒 し し て 、 非 着 座 使 用 域 に あ る と き
の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る シ ー ト 装 置 の 作 動 域 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ｃ － Ｃ 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 シ ー ト 装 置
５ 　 　 　 　 　 　 　 被 作 動 機 構 （ リ ク ラ イ ニ ン グ 機 構 ）
７ 　 　 　 　 　 　 　 ス ラ イ ド 装 置
８ 　 　 　 　 　 　 　 作 動 機 構 （ リ ク ラ イ ニ ン グ レ リ ー ス 機 構 ）
９ 　 　 　 　 　 　 　 フ ロ ア
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 シ ー ト
７ １ 　 　 　 　 　 　 　 ロ ア レ ー ル
７ ５ 　 　 　 　 　 　 　 当 接 部 材
７ ７ 　 　 　 　 　 　 　 ア ッ パ レ ー ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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